
地域総ぐるみで応援する一貫教育
～子どもの『夢』は 地域の『夢』～

～中山中学校区
『地域協働学校』の取組～

岡 山 市 立 中 山 小 学 校
校長 徳永 充生

２０１６年 全国コミュニティ・スクール研究大会 in  由利本荘
第２分科会テーマ
「地域が育む小中連携・一貫教育とコミュニティ・スクール」

岡山市教育委員会事務局指導課

課長補佐 植山 智恵

家庭 地域社会

地域協働学校

岡山市市民協働による自立する子どもの育成を推進する条例（岡山っ子育成条例）

市民協働の人づくりのスローガン

元気な子ども、元気な学校、元気なまち！

事業者行政

・中学校区を一つの地域と見なし、学校園、家庭、
地域社会がそれぞれの役割を果たす
・保護者、地域住民が学校運営に主体的に参画する

学びの広がり（横のつながり）
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「人・もの・こと」との関わりを深め
ながら、学び続ける子どもの育成

共に生きる 豊かな人間性 自分を高める

岡山市の教育が目指す市民協働の人づくりのイメージ



〇中学校区を一つの地域と見なし、

〇学校・家庭・地域社会が
それぞれの役割を果たしながら、

〇元気な学校、元気な子どもを

〇地域で持続的にはぐくんでいく

岡山市地域協働学校の理念
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「認定こども園・保育園・幼稚園・小学校・中学校（高等学校）が、

共通の課題をもった運命共同体であるという意識」

子どもの連続性

保護者の連続性

地域の連続性

就学前から義務教育修了までを、段差のない連続した流れに！

学びの連続性＝岡山型一貫教育

必要な段差を残しつつ

中学校区単位で指定することの意義



岡山市地域協働学校の組織づくり①－１

A中学校運営協議会

・校長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

中学校区連絡会

・校園長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

Ｃ小学校運営協議会

・校長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

Ｃ幼稚園運営協議会

・園長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

Ｂ幼稚園運営協議会

・園長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

Ｂ小学校運営協議会

・校長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

各学校園ごとに運営協議会を組織する形

岡山市地域協働学校の組織づくり①－２

A中学校運営協議会

・校長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

中学校区連絡会

・校園長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

Ｄ幼・小運営協議会

・校園長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

Ｃ幼・小運営協議会

・校園長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

Ｂ幼・小運営協議会

・校園長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

幼稚園・小学校の運営協議会を合同で組織する形



A中学校運営協議会

・校長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

中学校区連絡会

・校園長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

Ｃ小学校運営協議会

・校長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

Ｃ幼稚園運営協議会

・園長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

Ｂ幼稚園運営協議会

・園長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

Ｂ小学校運営協議会

・校長 ・地域住民代表
・保護者代表 ・学識経験者等

各学校園の運営協議会≒連絡会の形

岡山市地域協働学校の組織づくり②

はじめに 学区の概要
Ⅰ 「めざす子ども像」 ～誕生物語～
Ⅱ 「めざす子ども像」 ～浸透物語～
Ⅲ 0歳から15歳を見通した「一貫した柱」
Ⅳ 夢実現プログラム（進んで学び）

～「夢づくりノート」誕生～
Ⅴ 体験型「キャリア教育」 ～飛び出せ「夢づくりノート」～
Ⅵ 子どもからのメッセージ
Ⅶ これからの地域協働学校の柱

～Ｈ27年度からＨ29年度～
Ⅷ 地域協働学校に取り組んで

～中山中学校区の変身ぶりは～
おわりに 地域協働学校の副産物

～風車のように好循環な関係～



中山小 平津小

桃丘小馬屋下小
中山中（まやしも）

（ちゅうざん）

（ももがおか）

（ちゅうざん） （ひらつ）

各小学校区の学校園＆中学校で
地域協働学校運営協議会（年３～６回）

①なぜ、「めざす子ども像」の
統一が必要だったのか？

Ⅰ 中学校区の「めざす子ども像」

誕生物語

きっかけは・・・・



①なぜ、「めざす子ども像」の統一が必要だったのか？

各学校園のめざす子ども像に
一貫性がない

学校園・家庭・地域で
「ブレないもの」があると
子育てに戸惑わない

「ブレないもの」とは
「共有した夢・目標」である

「めざす子ども像」の統一をすすめる

②どのようにして、「めざす子ども像」を決めたのか？

中学校区全戸（約7000戸）にアンケート調査
「どんな子どもに育ってほしい？」

その結果・・・
・元気な子
・優しい子
・思いやりのある子
・あいさつのできる子
・お手伝いのできる子
・自分のことが大好きになれる子
・ふるさとを愛する子 など



②多くの中からどのようにして選んだのか？

町内会長、婦人会、民生委員、愛育委員、
老人クラブ、校長、園長・・・

「みんな集合！みんなで考えよう！」

３つの軸に分類・・・

しつけ 学び 人間関係
その結果・・・

「めざす子ども像」を
「オール中山」で進めるための

具体的な手立ては？？

Ⅱ 中学校区の「めざす子ども像」

浸透物語

「見える形」で作ったのは・・・



「めざす子ども像」を「オール中山」で
進めるための具体的な手立ては？？

リーフレット

『ももたろう子育て応援』
作成・配付

手立て①

このリーフレットを作るきっかけは？

このリーフレットの売りは？

中山中学校区独自のものを、学校園・
家庭・地域がタッグを組んで作りたい！

中山中学校区の子育てを応援したい！
「めざす子どもの姿はこれですよ！」
「みんなが子育てを応援しているよ！」

０歳から１５歳、年齢に応じて、子育ての具体
的な行動指針が示され、わかりやすい

学校園･家庭･地域の役割が、わかりやすく
はっきり示されている



リーフレット作成にあたり、役割分担は？

乳幼児期

保育園・幼稚園の先生と保護者

少年期（小学校：低学年・高学年）

小学校の先生と保護者

少年期（中学校）

中学校の先生と保護者

リーフレット作成にあたり、役割分担は？



その他は・・・

校園長と
地域住民

リーフレット作成にあたり、役割分担は？

夏季休業中に話し合いを重ねるにつれ、

「子どもの未来を考えることは、
地域の未来を考えていることだ」

と感じてきた

リーフレット完成！その活用は？

中学校区全戸（約7000戸）に配付
「家庭でよく目につく所
（冷蔵庫など）に貼ってほしい」

熊代会長が各保幼小中の入学式で
保護者にリーフレットの説明



「めざす子ども像」を「オール中山」で
進めるための具体的な手立ては？？

子どもたちに出番をつくろう

手立て②

『子どもたちが主役
看板・ポスター作り』
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中山小 平津小

馬屋下小
中山中

「めざす子ども像」を「オール中山」で
進めるための具体的な手立ては？？

子どもたちに出番をつくることで

『地元への愛着や
自己肯定感が高まっていく』



「めざす子ども像」浸透物語

地域協働学校

青少年育成
協議会

安全･安心
ネットワーク

『ブレない』
めざす子ども像

Ⅲ 0歳から15歳を見通した「一貫した柱」

柱
①

柱
②

柱
③

学校園・家庭・地域



Ｈ１８年度からＨ２３年度までの６年間

めざす子ども像の認知

学校園 ・ 家庭 ・ 地域

特に学校園の教職員

柱① 柱② 柱③

Ｈ２４年度からＨ２６年度までの３年間

学校園 ・ 家庭 ・ 地域

柱① 柱② 柱③


